
◇第２章 あきる野市の地域福祉を取り巻く現状◇
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１ 市の人口・世帯

（１） 人口の推移

・総人口はゆるやかな減少傾向にあり、令和４年には 80,000 人を下回っています。今後も同様の傾

向が続くものと想定されます。

・年少人口（０～14歳）は減少傾向、生産年齢人口（15～64 歳）はおおむね横ばい、老年人口（65

歳以上）は増加傾向が続く推計となっています。
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【年齢別構成比の推移】

◆各年 10 月１日現在、外国人を含む

◆今回の人口推計に当たっては、令和元年から令和５年までの住民基本台帳に基づく実績を用いて、

コーホート要因法により算出いたしました。

【人口の推移】

◆各年 10 月１日現在、外国人を含む

◆今回の人口推計に当たっては、令和元年から令和５年までの住民基本台帳に基づく実績を用いて、

コーホート要因法により算出いたしました。コーホート要因法とは自然動態（出生や死亡）や社会動態

などをもとに、将来の人口を求める方法です。


